
  

 
筑波チャレンジクラブマンレース２０１９ 

筑波スーパーFJ 選手権 第６戦 

２０１９年 １０月２７日  天候:晴れ  参加 11 台 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 6 戦で争われるスーパーFJ 筑波シリーズの最終戦が、10 月 27 日に開催された。ここまでの 5

戦で４勝目を挙げ、苦節 7年目にして初めてのチャンピオンを獲得した KAMIKAZE は、来季を見据

えて F4 に出場するため欠場。何か寂しさは隠しえなかったが、その思いをカバーして余りあるド

ライバーが登場した。 

 
≪予選≫ 

ドライコンディションで行われた予選において、いきなりトップに立ったのは今回がデビュー戦

の伊藤駿。いったんはすでにランキング２位を確定している秋山健也にトップを明け渡したもの

の、やがて再逆転を果たすとなおもタイムを縮め続ける。最終的にはひとり１分を切る 59 秒 879

をマークし、2番手の秋山にもコンマ６秒の差をつけた。3番手は本田が、そして 4番手には小谷

が。本田と小谷はランキング３位の座を争ってもいる。 

ポールポジションを獲得した伊藤であるが、いきなりの好結果である。さぞかし、カートレース

あたりの実績な豊富なドライバーなのかと思われたが、実際には……「今まで自分のクルマでサ

ーキットを走ったりはしていましたが、ちゃんとしたレースは初めて。軽自動車の耐久には出た

ことがありますが」というから驚き。しかも、「新品タイヤを履くのは初めてだったので、もうち

ょっと行けたんじゃないかな、と。練習の感触では、そんな感じでした」という。 

まだ 20 歳、期待のルーキーが現れた。 



 

 

 

 

 

 

 

≪決勝レース≫ 

18 周で争われる決勝レースもドライコンディションでの戦いとなった。ルーキーにとって最初の

先例となるスタートもそつなくこなして、トップで１コーナーをクリア。その後方では絶妙のス

タートを決めていた小谷が秋山に襲いかかっていたが、ややオーバースピードでの進入だった。

スピンを喫し、最後尾に後退してしまう。この混乱をかいくぐって 3 番手に躍り出たのが、鈴鹿

をホームコースとする一方で、筑波にも積極的に遠征している上吹越哲也だった。予選 6 番手か

ら３ポジションアップを果たす。 

１周目を終えると、伊藤と秋山の差は早

くも１秒 15 に。これに続いた上吹越から

後方は、一気に差が広がっていた。４周

目に入ると、伊藤は１分 0 秒台での周回

を重ねるように。このペースが最終コー

ナーでコースアウトがあり、黄旗が振ら

れた周を除けば、ずっと保たれ続けたの

だから、後続との差は広がる一方だった。 

上位３台からは大きく引き離されてしまったものの、4番手争いが激しく、一時は６台が縦一列。

先頭を走っていたのが予選 7 番手だった塚本成人で、背後につけていたのが本田。しかし、本田

は６周目に順位を落とし、対照的に激しい追い上げを見せていたのが、最後尾まで後退していた

はずの小谷だった。11 周目、小谷は１コーナーでユウジロウを、そして第１ヘアピンでは塚本も

かわして 4 番手に浮上。そこから先の間隔は大きく、さらなるポジションアップは果たせなかっ

たものの、やはり惜しまれるのは１周目のスピン。ペース的には秋山や上吹越に引けを取ってい

なかっただけに……。 

先の黄旗提示中を除けば、少しもアクセルを緩めることなく走り続けた伊藤は、約５秒の差をつ

ける圧勝に。デビューウィンを達成！ だが、「途中、シフトミスとかも何度かありましたが、最

後までプッシュし続けました。デビューウィンということになるんですかね……」と、大きく喜

ぶことなく、淡々と語る様子が印象的でもあった。そして、「次のレースは日本一とかじゃなく、

たぶん来年になるんじゃないでしょうか」と伊藤。 

所属する ZAPSPEED の内間淳監督は、「KAMIKAZE 選手

がいたら、たぶん容易くやっつけられていたぐらいの

レベルでしかないですが、どんな内容でも結果は結果。

この優勝が自信になって、これからもっと大きく伸び

てくれんじゃないかと思います。ただ、あまりにも準

備期間が少なかったので、実はスタート練習させてい

なかったんですよ。大丈夫かな、と見ていましたが、 



 

何にも問題なくこなしてくれて、その後もリードしているからってペースを緩めなかったし、本

当はもっとすごいヤツなのかもしれません」と可能性を高く評価した。 

２位は秋山が獲得し、続いてゴールの上吹越は、これが初めてのお立ち台。「スタートがすごくう

まくいって、後ろが離れてくれたおかげ。奇跡です！」と語ってはいたが、この経験が今後に生

かされることを期待したい。４位が小谷で、本田は９位でのゴールとなったため、ランキング３

位は小谷が獲得することとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


